


国労東京
ボウリング大会

11時開始
13：30～場所：東京ドーム

ボウリングセンター 岸町ふれあい館
（王子）

アスベスト問題
申 し 込 み は
地区本部・支部へ

7/4( 金 )
7/12( 土 )

〒105-0004　東京都港区新橋 5-15-5  交通ビル 3F

〒116-0013　東京都荒川区西日暮里 2-55-1  国労東京地方本部内
〒163-0456　東京都新宿区西新宿 2-1-1  新宿三井ビル

当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

【引受保険会社】
【取りまとめ先】

【募集代理店】アフラック東京第三法人営業部 アベニール株式会社
アベニール株式会社 東京営業所

初めて診断確定されたとき　　　       診断給付金

入院したとき　　　　　　　 　    　  入院給付金

通院したとき　　　　　　　　    　  通院給付金

手術したとき　　　　　　    　   手術治療給付金

プレミアサポート　  　訪問面談サービスと専門医紹介（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）

AF007-2011-0186 4 月 25 日

（2011 年４月 1 日現在）◆月払保険料（団体取扱）
生きるためのがん保険 DAYS（デイズ）　スタンダードプラン
入院給付金日額 10,000 円　定額タイプ
保険料払込期間：終身（抗がん剤治療特約は１０年更新）

〈抗がん剤治療特約〉の更新後の保険料は更新時の年齢
・保険料率によって決まります。

10,000 円

10,000 円

20万円

20万円

１カ月 10万円

１カ月　5 万円

1 日につき

がんの場合
上皮内新生物の場合

1 日につき

1 回につき

1 回につき放射線治療を受けたとき　 　        放射線治療給付金

抗がん剤治療を受けたとき　

（上皮内新生物は対象外）　　
乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき

（すべての保険期間を通じ通算６００万円まで）

抗がん剤治療を受けた月ごとに

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は 10 年更新）
契約年齢：０歳～８０歳スタンダードプラン　　　入院給付金日額 10,000 円の場合

一時金として 100 万円
一時金として　10 万円

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の保障《生きるためのがん保険Days（デイズ）》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性
35 歳
3,656円

3,734円

5,608円

5,274円 6,864円 9,048円

9,360円 15,190円

45 歳 55 歳 65 歳

女性

電　話
JR 電話 ファックス

コールセンター 0120-5555-95 電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822 03-3806-9264
054-2548 03-3806-9275

国労東京
労働講座

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で

　
青
年
の
学
習
と
交
流
を
図
る

メーデー写真集

盛岡・菊池組織部長

相鉄労組・谷川教育文化部長
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一
三
時
四
五
分
か
ら
常
盤
教
宣
部
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
続
い
て
鎌
田
委
員
長
か
ら
「
こ
れ
ま
で

五
回
開
催
し
た
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
講
演
を

増
や
す
内
容
に
な
っ
た
。
私
た
ち
が
職
場
の
中
心

軸
を
担
い
、
職
場
活
動
・
分
会
活
動
の
結
果
が
組

織
拡
大
に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
組
織
的
に
検

証
し
、
共
有
化
す
る
中
か
ら
、
一
層
の
拡
大
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。
労
働
条
件
改
善
、
安
全
・

安
定
輸
送
の
問
題
、
憲
法
改
正
や
平
和
と
民
主
主

義
の
問
題
、
消
費
税
増
税
な
ど
政
治
的
な
、
国
民

的
な
諸
課
題
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
し
っ

か
り
と
お
互
い
が
意
思
統
一
し
て
、
全
体
で
前
に

進
め
る
よ
う
な
二
日
間
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

主
催
者
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

講
演
の
一
本
目
と
し
て
、
今
年
の
春
闘
で
ス
ト

ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
相
模
鉄
道
労
組
・
谷
川
教
育

文
化
部
長
か
ら
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
中
で

「
会
社
は
組
合
の
交
渉
担
当
で
は
な
く
、
職
場
の

一
人
一
人
の
組
合
員
を
見
て
お
り
、
本
当
に
そ
う

東
京
地
方
本
部
は
五
月
一
七
日
〜
一
八
日
に

第
六
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
箱
根

湯
本
に
お
い
て
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
労
働
者

と
し
て
の
物
の
見
方
・
考
え
方
な
ど
を
学
習

す
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い
る
国
労
の
青
年
層

に
向
け
、
学
習
の
強
化
を
図
ろ
う
と
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、今
年
で
六
回
目
を
迎
え
る
。

し
た
要
求
が
組
合
員
か
ら
多
数
出
て
い
る
の
か
を

見
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
組
合
で
は
、
み
ん
な

で
参
加
で
き
る
春
闘
を
目
指
し
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
傘
、
横
断
幕
な
ど
脱
マ
ン
ネ

リ
を
図
っ
た
。
し
か
し
回
答
は
、
業
績
が
い
い
中

で
も
毎
年
同
様
の
五
四
〇
〇
円
と
、
被
服
費
や
家

族
給
の
ゼ
ロ
回
答
。
こ
こ
か
ら
三
月
二
〇
日
の
ス

ト
ラ
イ
キ
突
入
に
つ
な
が
り
、
会
社
回
答
の
＋

五
〇
〇
円
と
家
族
給
の
上
積
み
と
な
っ
た
。
ス
ト

ラ
イ
キ
の
事
前
告
知
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
利
用

者
か
ら
激
励
の
声
も
多
か
っ
た
も
の
の
、
い
ざ
、

ス
ト
に
入
る
と
、
通
常
の
人
身
事
故
な
ど
と
違
っ

て
振
替
輸
送
な
ど
は
行
わ
な
い
事
も
あ
り
、
非
難

の
声
も
。
特
に
マ
ス
コ
ミ
の
悪
意
あ
る
論
調
が
多

く
、
労
働
組
合
と
社
会
が
対
立
す
る
か
の
よ
う
な

記
事
も
。
鉄
道
は
人
が
動
か
し
て
い
て
、
一
人
一

人
に
生
活
が
あ
り
、
家
族
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
視

点
が
無
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
が
さ
れ
た
。
講

演
の
二
本
目
は
国
労
東
日
本
本
部
・
武
田
組
織
部

長
か
ら
労
働
災
害
に
つ
い
て
。
労
働
災
害
や
通
勤

災
害
に
つ
い
て
、
法
体
系
や
労
働
安
全
衛
生
規
則

で
決
ま
っ
て
い
る
細
か
い
部
分
、
残
業
や
職
場
の

労
働
安
全
衛
生
委
員
会
な
ど
に
踏
み
込
ん
で
の
講

演
が
さ
れ
た
。

　

小
澤
組
織
部
長
か
ら
地
方
本
部
か
ら
の
提
起
が

行
わ
れ
、
続
く
全
体
交
流
の
中
で
は
、
青
年
の
参

加
者
か
ら
「
新
入
社
員
が
二
人
。
ま
だ
組
合
未
加

入
。
管
理
職
が
夜
間
不
在
で
輸
送
障
害
時
は
一
人

で
対
応
し
て
い
る
」「
後
輩
と
話
す
機
会
も
多
く

な
っ
て
き
た
。
他
労
組
へ
の
不
満
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。
労
働
組
合
離
れ
を
な
ん
と
か
し
た
い
」

「
自
分
た
ち
の
事
は
自
分
で
考
え
る
、
他
労
組
の

よ
う
に
強
制
さ
れ
な
い
の
が
国
労
だ
と
思
っ
て
い

る
」「
毎
年
新
入
社
員
が
入
り
、
職
場
レ
ク
で
野

球
を
や
っ
て
い
る
。
列
車
の
遅
れ
が
多
く
、
休
憩

が
取
れ
な
い
。
列
車
の
遅
れ
が
把
握
で
き
な
い
」

「
職
場
は
和
気
あ
い
あ
い
し
す
ぎ
て
、
国
労
に
誘

い
に
く
い
」「
バ
ス
は
五
〇
〇
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
が
あ
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
賃
金
体
系
の
社
員

が
混
在
し
、
話
が
し
づ
ら
い
」「
業
務
量
は
少
な

い
が
超
勤
を
す
る
の
が
当
た
り
前
。
一
七
時
か
ら

が
仕
事
。
若
手
は
組
合
に
も
仕
事
に
も
不
満
が
多

い
」
な
ど
若
手
組
合
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
報
告
が

さ
れ
た
。
そ
の
後
一
旦
休
憩
と
し
、
夕
食
を
取
り

な
が
ら
の
交
流
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
部
屋
へ
戻

っ
て
か
ら
も
、
延
々
と
交
流
は
続
い
た
。

　

二
日
目
は
、
松
川
書
記
長
か
ら
情
勢
報
告
が
行
わ

れ
た
あ
と
、
続
い
て
盛
岡
地
方
本
部
・
菊
地
組
織
部
長

か
ら
、
国
労
加
入
が
続
く
盛
岡
地
本
の
組
織
拡
大
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
、「
こ
れ
ま
で
、
ど

こ
か
で
国
労
へ
と
い
う
流
れ
が
で
き
れ
ば
、
自
分
の
分

会
で
も
、
と
い
う
他

力
本
願
の
所
が
あ
っ

た
。
じ
っ
く
り
議
論

す
る
た
め
、
泊
り
が

け
の
交
流
会
を
開
催

し
、
他
地
本
と
の
交

流
を
図
っ
た
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
仕
事
。
要
求
の
掘
り
起
こ
し
と
、
改
善
、
宣

伝
を
。
当
た
り
前
の
分
会
活
動
。
役
員
が
動
き
、
議
論

し
、
意
見
の
一
致
を
、
な
ど
の
提
起
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
の
流
れ
を
作
っ
た
の
は
、
組
合
員
と
職
場
の
雰
囲

気
。
他
労
組
組
合
員
の
不
満
の
受
け
皿
と
な
り
、
積
極

的
に
交
流
を
し
て
き
た
」
な
ど
の
話
が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
松
川
書
記
長
か
ら
「
拡
大
し
て
い
く
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
考
え
よ
う
。
組
織

は
人
間
の
集
ま
り
。
結
集
し
き
れ
な
い
な
ら
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

使
っ
て
呼
び
掛
け
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
。
組

織
拡
大
を
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
視
点
を
常
に
持

ち
つ
つ
、
職
場
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。

闘
い
の
芽
は
常
に
職
場
に
転
が
っ
て
い
る
」
な
ど

の
ま
と
め
が
さ
れ
、
二
日
間
の
交
流
会
は
終
了
し

た
。


